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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 5 14 7 7 2 4 4 8 0 0 0 1
9 * 0 0 7 9 0 0 2 2 3 5 0 0 0 0
35 * 0 0 5 8 0 2 0 0 1 1 0 0 0 0
37 * 1 2 2 5 1 1 0 2 0 2 0 5 1 0
55 * 0 3 5 11 0 0 2 1 3 4 0 1 0 0
0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 2 2 2 0 0 0
3 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
7 0 0 1 4 7 2 2 4 0 0 0 0 2 1 0
8 0 0 0 7 8 1 1 1 2 2 4 2 0 0 0
23 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
28 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
29 0 0 0 2 3 0 0 0 3 1 4 0 0 0 0
32 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
45 0 0 0 1 7 0 0 0 1 2 3 0 0 0 0
99 0 0 0 0 2 1 2 2 0 2 2 1 0 0 0

0 1 3 4 1
1 6 41 80 12 15 16 15 21 36 5 8 2 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 0 3 10 2 4 4 3 3 6 3 0 0 1
1 * 2 6 1 3 6 7 1 0 0 0 0 0 0 0
12 * 0 0 1 3 1 2 4 2 2 4 2 0 0 0
19 * 0 0 2 5 0 0 2 0 1 1 1 0 0 0
45 * 0 2 3 5 0 2 0 1 2 3 0 0 0 0
10 0 0 0 1 5 1 1 1 3 1 4 1 1 1 0
22 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
23 0 1 2 1 2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
26 0 0 1 3 7 0 0 1 1 3 4 0 0 0 0
27 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0
34 0 0 1 2 2 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
35 0 0 0 3 4 0 0 0 1 1 2 4 2 0 0
75 0 0 0 1 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
88 0 0 0 2 3 1 1 0 0 2 2 3 0 0 0
98 0 0 1 1 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

0 2 5 7 1
3 14 25 56 12 18 16 13 16 29 16 3 1 1

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach: 露口　亮太 -
合　　　計 71

阪口 将大 3
花田 英次 5 14

7
18

伊東 瞬 2 6
和田 幸平 6

RATE 21.4%

7

4

44.6% 66.7%
200

藤井 祐

木全 洋介 2 4

19
金 ミンジェ 6

佐々木 喬行

20

0 5

辻 康平 5 12
宮武 和輝 6 13

9

福原 康司 8 26

ST MINTO AS

田中 広希 3

広倉 武成 4
玉井 和尭 3

REBOUND３Ｐ BS

小幡 雄大 14 25

14

大阪産業大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 村上　和之
合　　　計 97

福島 樹 1

200
RATE 16.7% 51.3% 80.0%

山村 彰 2
6

森岡 裕大 15 17

小林 礼秧 10 30
辻 陸矢

6

阪本 尚太郎 2 5

工藤 源己 2 1
野末 修平 10 24

3
伊藤 賢人 4 10
塩見 謙 0 1

0 16

柳内 龍馬 10 14

坂本 大悟 2

坂井 レオ 14 20

大西 孝信 8 22

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

井林 宥輔 17 23

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.10.04
京都産業大学開始時間 11.00.00

会　　場 なみはやドーム

京都産業大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点　５ 勝ち点　０試合ＮＯ 150

97 71

敗チーム

大阪産業大学

男子

戦評
総括、圧倒的な攻撃を見せた京都産業大学のポストプレーにより、大差のついた試合運びになり、終始京産大の
ペースは乱れることがなかった。
第1ピリオド、大阪産業大学のボールから試合開始。試合開始とともに互いに気迫のあるディフェンスで互いに点を
与えないが、#35柳内の連続シュートが決まり、京産大がオフェンスの流れを掴む。対する大産大は勢いのあるオフェ
ンスで相手にファウルを誘うことにより点差は縮まったが、京産大の高さのあるプレーから徐々に点差は広がり、31－
13の京産大リードで、第1ピリオド終了。
第2ピリオド、京産大#8森岡のシュートからゲームは始まる。対する大産大は、#35和田のシュートで点差を縮めようと
するが、京産大の粘りのあるディフェンスで大産大はなかなかいい形でシュートを打つことが出来ない。京産大はポス
トプレーから連続得点を決め、点差は広がる展開となった。54－30の京産大リードで第2ピリオド終了。
第3ピリオド、大産大はパスワークから点を決めようとするが、京産大のタフなディフェンスにより、徐々にミスが目立ち
始めオフェンスのリズムを掴むことができない。対する京産大はオフェンスの勢いがとまらず、速攻で次々と得点を重
ねる。ここで大産大はタイムアウトを取り、オールコートマンツーマンで反撃を狙う。すると徐々に大産大はオフェンス
のリズムをものにするが、京産大も果敢に点を入れ返し点差は縮まらず、80－48京産大のリードで第3ピリオド終了。
第4ピリオド、第3ピリオドでオフェンスの流れを掴んだ大産大は#34藤井のシュートが決まる。しかし京産大の堅実な
攻めにより点差は縮まらない。途中、大産大#98阪口のバスケットカウントにより勢いづいたかに見えたが、京産大の
ペースは乱れず確実に点を重ねる。京産大のリードは終始揺るがず96-71で京産大の勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

熊瀬川 崇広（同志社）戦評那須　弘幸 副審 内田　祥平
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